
令和６年度 志真志小学校の取り組み 

 

Ⅰ 研究主題名：             

主体的に自分の考えや気持ちを表現できる児童の育成 

～外国語を用いたコミュニケーションを楽しむ活動の工夫を通して～ 

 

Ⅱ 研究主題設定の理由 

これまでの外国語活動・外国語科の授業を通して、本校の児童は、積極的に英語表現を聞いたり、基本的

な表現を使って質問したり答えたりすることができるようになってきた。その一方で、英語を用いて自分の

考えや気持ちを表現することに苦手意識を持つ児童やコミュニケーションをとること自体を楽しむことがで

きない児童がいる。そこで、外国語活動・外国語科において、教師が外国語を用いたコミュニケーションを

楽しむ活動を工夫することで、児童がコミュニケーションの楽しさや大切さを実感し、主体的に自分の考え

や気持ちを表現できるようになるのではないかと考え、本テーマを設定した。 

 

Ⅲ 学年・領域 

  ６学年では「One World Smiles 6」、５学年では「Junior Sunshine 5」、３，４学年では「Let’s 

try」、各出版社の年間指導計画、１，２学年では、市の提供する年間計画を基に指導を進める。 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅳ 各学年の取り組み 

 １ １学年の取り組み（Topic: Action Words） 

「Action Words」の学習では、Walk や Run、Hop、Sit Down など、実際に身体を動かしながら

基本的な動作に関する英語表現に慣れ親しんだ。単元の後半では、「Run, Touch and Act」や

「Whisper Relay」などチームで協力する内容のゲームで、これまでに学習した動作の表現を言った

り、動きで表現したりすることができた。どの児童も、友達と助け合いながら楽しんで活動する様

子がみられた。（写真１、２）） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
写真１ 活動の様子① 

１，２年の指導内容 

・あいさつ、自己紹介 ・気持ち 

・天気、曜日、数   ・色や形 

・果物や野菜     ・動物や昆虫 

・体の部位      ・行事 

Let’s Try!1,2 

 

Junior Sunshine 5, One World Smiles 6 

 

 

写真２ 活動の様子② 

 

 

 

 

 

Turn around! 
Jump! 



２ ２学年の取り組み（Topic:「Colors and Shapes 」） 

色や形の表現に慣れ親しむことを中心領域に単元計画を立てた。色や形を描く活動やゲームを通

して、基本的な色や形、組み合わせた表現を繰り返しインプット＆アウトプットして、楽しく活動

できるように工夫した。単元後半では、“What’s this?”“It’s a (color)(shape).”と、児童同士で質問

したり答えたりする活動を行った。ALT や HRT、友達とのやり取りを通して表現に慣れ親しみ，質

問に対してほとんどの児童が英語で答えられるようになった。 

 

 

 

３ ３学年の取り組み（Let’s Try 1 Unit 8「What’s this? 」） 

  「Unit 8 What’s this?」では、単元のゴールを「友達とクイズ大会を楽しもう」と設定した。単元入

替した前単元「Unit 9 Who’s this?」では、動物の色や鳴き声、特徴などについての英語表現に慣れ親

しみ、それらを使ってヒントクイズを出し合う活動に取り組んだ。この活動を発展させ、本単元ではシ

ェイプクイズや漢字クイズ等を通して、これまで学んだ英語表現を生かして慣れ親しんだ（写真５）。

単元終末のヒントクイズでは、児童は”It’s (color/shape/特徴等.” “It’s a (answer).” と、簡単すぎず難し

すぎないようにヒントの出し方を工夫して、互いに楽しめるように活動していた（写真６）。 

 

 

 

写真４ 児童同士のやり取り 

 

写真３ ALT と児童のやり取り 

 

写真６ クイズを出し合うやり取りの様子 

Hint 1, It’s green. 

 

写真５ クイズ作りの様子 

What’s this? It’s a green square. 

What’s this? 



４ ４学年の取り組み（Let’s try2 Unit7「What do you want ? ほしいものは何かな？」） 

「What do you want？」の学習では、相手が欲しいものを尋ねたり、欲しいものを伝えたりする

表現に慣れ親しんだ。第１時で単元のゴールの活動を提示し、毎時間全体で確認することで、本時

の学習内容をしっかり習得しようとする児童の様子が見られた。タブレット端末でオリジナルパフ

ェを作り、「What do you want?」「Two, please.」「Here you are.」など、学習した表現を生かし

て、楽しみながら友達とやり取りしている姿が見られた（写真８）。 

 

 

  ５ ５学年の取り組み（Unit 8「My Hero 」） 

    「友達や家族にマイヒーローのことを伝えよう」という単元のゴールを設定した。マイヒーロ

ーの得意なことだけでなく、自分のことを支えてくれている存在であるということに気付いてほ

しいという願いから、自分の気持ちや感謝していることを伝え合うことをゴールにして取り組ん

だ。家族や友達、部活動や習い事のコーチのことなど、授業が進むにつれて一人一人の頑張って

ることと身近な存在の大切さを実感できるスピーチの内容へと成長が見られた（写真９、10）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         

   

写真９ 児童同士のやり取り              写真 10 児童の発表の様子 

 

 

 

 
写真７ 児童同士のやり取り① 

 

 

 

写真８ 児童同士のやり取り② 

 

My hero is my mother. She is good at cooking. 

How many? What do you want? Two, please. 



６ ６学年の取り組み 

  （１）単元名 Welcome to Japan. 日本のよさをしょうかいしよう（教育出版『One World Smiles 6』Lesson 3） 

  （２）単元の目標 

① 日本の行事や食べ物、味の表現を、聞いたり言ったりすることができる。（知識及び技能） 

② 日本の文化をしょうかいするための表し方を知り、聞いたり言ったりすることができる。

（知識及び技能） 

③ ポスターをつくり、好きな日本の文化をしょうかいすることができる。（知識及び技能） 

④ 日本の文化のよさがよく伝わるポスターになるようにくふうしたり、よりよく伝わる発表

になるようにくふうしたりする。（思考力、判断力、表現力等） 

⑤ 活動でくふうしたことや気づいたことを、その後の学習でいかそうとする（学びに向かう

力、人間性等） 

  （３）単元の評価規準 ◎中心領域「話すこと（発表）」 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に 

取り組む態度 

＜知識＞  行事や食べ物、食べ物の味の語句

や、日本の行事や文化を紹介する表現、感想を

伝える表現（You can 【できること】 in 【四

季】.など）について理解している。 

＜技能＞  行事や食べ物、食べ物の味の語句

や、日本の行事や文化を紹介する表現、感想を

伝える表現（You can 【できること】 in 【四

季】.など）について発表する技能を身に付け

ている。 

友達や海外から来た

人に日本を紹介する

ために、おすすめの

日本文化や行事・四

季・食べ物につい

て、簡単な語句や基

本的な表現を用い

て、発表している。 

友達や海外から来た人に

日本を紹介するために、

おすすめの日本文化や行

事・四季・食べ物につい

て、これまでの学習の中

で気づいたことを活かし

ながら、簡単な語句や基

本的な表現を用いて、発

表しようとしている。 

（４）単元の指導計画・評価計画（全９時間） 

時

間 
ねらい ・学習活動 

評価規準  

知 

技 

思 

判 

表 

主 

評価方法 

１ 単元のゴールを知り、学習の

見通しを持つ。 

・紹介する内容の役割分担を決める。 

 

  ○ 行動観察 

ロイロノート 

２ 

３ 

日本や沖縄の文化を紹介する

ために必要な英語表現を知

る。 

・既習表現を使って話す。 

・簡単に言い換えることができるか考える。 

・相手に必要な紹介内容を考える。 

○ 〇 〇 行動観察 

４ 日本や沖縄の文化を紹介する

ために、簡単な語句や基本的

な表現を用いて伝える。 

・グループ同士で発表を聞いて、互いに内容に

ついてアドバイスをする。 

 

 〇 〇 行動観察 

振り返りシート 

５ 

６ 

ALT に日本や沖縄の文化を紹

介するために、簡単な語句や

基本的な表現を用いて伝え

る。 

・海外から来た ALT に分かりやすく伝えること

ができるか、実際にスピーチしてみる。 

・自分やグループの課題に気づき、相談して改

善する。 

◎ ◎  行動観察 

振り返りシート 

◎パフォーマン

ス評価 

７ 

8,9 

海外から来た先生方に日本や

沖縄の文化のよさについて、

既習表現を使って分かりやす

く紹介する。 

・海外から来た先生方に、日本や沖縄の文化に

ついて分かりやすく紹介する。 

・相手の興味関心に合わせて伝えるために、質

問したり、相手の質問に答えたりする。 

 ◎ ◎ 行動観察 

振り返りシート 

 

 



（５）指導の実際 

  第１時では、「海外から来た先生方のために日本の素敵なところについて紹介しよう」という

単元のゴールと単元計画を確認した（資料１）。紹介する内容が重複しないように、グループの

メンバーやグループ同士で相談しながら役割分担を決めた。第２、３時では、どのような内容を

伝えるか、既習表現を使ってどのように表現したら相手に分かりやすいか、中間指導において全

体で共有して取り組んだ（写真 11、12）。第４時では、グループ同士で互いのプレゼンに対し

て、感想やアドバイスを伝える活動を設定した。第５、６時では、海外出身の ALT のためにプレ

ゼンする活動を設定した。ALT の反応から、紹介する内容や表現方法など、自分自身の課題に気

づきグループで協力して改善する姿が見られた。Final Activity では、海外から沖縄に来ている先生

方を迎え、日本や沖縄の文化や食べ物について紹介した（写真 13、14）。「初めは緊張したが、

先生方の反応が良くて、楽しんでできるようになった。」と、多くの児童が最後の活動で頑張っ

たことについて振り返っていた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Do you like…?  

Yes! 

 

資料１ 単元計画  

   

写真 11 個人のめあてとふりかえりの様子   写真 12 グループで相談する様子  

You can eat… You can buy? 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅴ 成果と課題 

 １ 成果 

 （１） 天気や気分の言い方、色や形など、身近な事柄に関する英語表現を繰り返し聞いたり言

ったりすることで、積極的に表現しようとする姿が見られた。 

（２） ゲームやチャンツ、ペア学習など様々な学習形態を通して、基本的な表現に慣れ親しむ

ことができた。単元のゴールを確認して活動を始めることで、目的意識を持ち、主体的に

コミュニケーションをとって活動しようとする児童が増えてきた。 

 （３） 目的に応じて聞いたり、基本的な英語表現を使って話したりする様子が見られた。児童

自身が単元の見通しを持ち、ゴールに向けてり取りする中で、主体的に自分の考えや気持

ちを伝えようと活動する児童が増えてきた。 

２ 課題（改善策） 

（１） コミュニケーション自体を楽しむことが難しい、英語を使って自分の考えや気持ちを表

現することに苦手意識を持つ児童がいる。１，２学年においては、学年や学級に応じた学

習活動の工夫が必要である。３，４学年では、単なるリピートではなく、英語を使って自

分の考えや気持ちを伝える言語活動に近づくための活動を工夫通して、目的に応じたコミ

ュニケーションへの気づきを促したい。５，６年では、児童がゴールに向けて目的意識を

もち、主体的に学習に取り組めるよう学習内容や指導方法を工夫する。学習過程のやり取

りやゴールの活動を通して、互いに伝え合うことの楽しさや自己の成長を実感できるよう

にしたい。 

（２） 自分のめあてを設定したり、必要な学習を自分で選択して取り組んだりすることが難し

い児童が多い。外国語活動・外国語科でのやり取りを通して、コミュニケーションを図る

ときに大切なことや楽しさ、自分の課題と学び方について気づかせていきたい。 

 

 

 

 

 

 

   

写真 13,14 Final Activity の活動の様子 

You can enjoy Okinawan CHANPURU. You can eat Japanese food, UNAGI. 



Ⅵ 外部評価 

  ６年児童は、７月は海外のツアープランの紹介、１２月は小学校生活の思い出、３月は将来の夢と

中学校でがんばりたいことについて、家族の方に向けてのスピーチも実施した。タブレット端末で撮

影した動画を、保護者の方に視聴して頂いた。３月の動画視聴後のアンケート結果（117 名回答）につ

いて、以下に記す。 

 

１ このような外国語科の活動について、子どもたちの学びや成長に効果的だと思いますか。 

   とても思う（89.8%）、まあ思う（10.5%）、あまり思わない（1.7%）、思わない（0%） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② ご意見、ご感想 

 ・ この１年間で英語への関心がとても高くなったと思います。これからも自分の夢に向かって頑張

ってほしいです。 

 ・ ここまでスムーズに会話ができるとは思いませんでした。日頃のご指導に感謝します。 

 ・ 小学校で英語を学んで、これだけ自分の気持ちを英語で表現できるのはすばらしいと思いまし

た。文法的に間違っている部分もありましたが、それは今後詳しく学んでいけばいいと思います

し、英語で自己表現するという点では、本当に良い学習ができたと思います。ありがとうございま

した。 

 ・ 自分の子供の勉強姿を見て、最初も出来ていると思っていたけど、今回の動画は前回前々回とは

違って成長したなと思いました 

 ・ 好きなことを英語スピーチするため、楽しく話していました。好きなことから英語を覚えていく

ことで苦手意識もなく、これからも学んでいってほしいなと感じました。 

 ・ 英語が苦手と話していたが、頑張って思いを伝えようとしていてとても良かったです。ありがと

うございます。 

 ・ この６年間で英語まで話せるようになっていて、とても成長したなと思いました。 

・ クラスメイトと協力しながら、実際に会話やコミュニケーションを図る授業ができている点はと

てもいい取組みだと思いました。これからも話すことに力点を置いて授業ができるといいなと思い

ます。 

 ・ これからの希望や、やりたいことへの思いをきちんと英語で話していてすばらしかったです。 

今回の発表だけでなく、今後も英語で色々なスピーチができる機会を作っていただければいいな

と思います。また、やりたいことは自分が納得するまで思い切り挑戦していってほしいです。 

子どもたちの成長や学びに効果的だと思う
89.8 10.5

1.7 0

外国語科の活動について

とても思う まあ思う あまり思わない 思わない


